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 佐々木正躬提出論文内容要旨
 1緒言
 私はインスリン5磁位静注による胃液分泌促進刺激の下に,胃液を分割採駁し,MUOOPmtein
 てMPと略記)及びMUCOProteO56〔MPSと略記)に分離し,Po■arOgrOPh〔ポと略
 記)的に測定して,各疾患の特異性及び胃液鹸窒,胃生倹,胃カメラ,胃液ペプシン並びに胃液
 乍言P理李£等と黄寸歩ヒ1寅言寸した。
豆実験方法
 1・実験材料;1対照としては,わが教室の入院患者中,レ線検査及びその他の検査で,消化器
 疾患及び貧血性疾患以外の者であり謹た消化器疾患及び貧血性疾患については,すべて諸検査
 に工り診断の確定した症例である。
 2.試料1早朝空腹時に胃ゾンデを嚥下せしめ,前渡を充分吸引した後,イソスリノ〔イと略
 記)5単位静注し.そゴLぞれ20,40及び60分の5回に分謂採取し.それぞれMP及びMPS
 に分!離して試料としてイ吏用した。
ヰ
 3.試蓼ll汲び装置;試薬は1NNH4Gイ、1NNH40H及び1ゴMCO(NHの6ci3を一定
 の告暗合にむ晃合した緩衝7皮を戸f弔いた。装置は島溝よ華芝sH型Poユ・arographをイ吏用した】。
 4・災験法;上記試料と試薬を一定(⊃割合に混合し,一走条件の下でPo■arOgramに撮っ
 た0
 5・判定法;ポ波高は中点法により珈君で計測し,MIP及びMPSについて各々前値とイ静注後
 最高f直とのポ波高差で比較した。また両波高の和を以って可溶性ムチン(TDMと略記)とした。
 6・イ感度;イγスリン5単位静注によって潰瘍患者の血糖値を観察し,平均50%以上の低
 下率を示した。
 皿実験'成績
 対照1日例の他,胃腸病患61例,胆嚢,胆管疾患る5例,肝臓疾患10例,膵臓疾患1巳例,
 貧血その他の疾患15例について摂捷し,また1胃潰瘍27例について65回,骨{二1・旨腸潰瘍16
 例について45回経過観察を行なった。
 1・対照例におけるMP,MPs及びTDMポ波高,遊離塩酸々度,総酸度並びに胃液分泌騒の
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 変動;1目例について観察し,対照例の平均値士標準偏差範囲内を漂瑠直とみなし,これと比較
 することにした。
 2,疾患別にみたMP,MPS及びTDM韻皮高,遊離塩酸々慶ナ総酸度並びに胃液分泌量の
 変動;MPポ波高前値平均においては著明に高値を示すのは十二指L腸濱1傷で,最下位の胆石症は主
 標準値下限に位する。前値と最高値磋の平均においても,最も高値を示すのは十二、指腸潰痘で,
 最下位の胃癌では著明に低値を示している。MPSポ波高の前輪F均で最も高値を示すのは胃癌であるが,
 その他何れも標準値以上の高値を示し,前値と最高値の差の平均は何れも標準値内にあり,胃癌
 のみ低値を示している。TDMポ波高は絡々MPポ波高と同様の傾向に'ある。
 3.MP・1{波高とMPS及びTDMポ波高並び冗胃液分泌量の関係;MP8ポ波高高値を示す
 もの1・ま,LIP4寺皮高の低{直を示ずもの力玉多く,B溶々力数D関{糸が見らノしるoTDMポ波高は1略々M
 Pポ波高と平行関係にあるようである。
 4.胃液酸度とMP賢MPS並びにTDMポ波高の関係;遊離塩酸々度においてMPポ波高は,
 過酸を示すものにし高値を,低酸及び無酸を示すものは低値を示すものが多い。MPS・新贈1は,
 過酸より無酸に至るまで標準1曲り、上の高徳を示すものが多い。TD挺ポ波高はMPポ波高と同様
 の傾向を示している。総酸度においても略々同様の成績である。
 5.胃生検橡とMP,MPS並びにTD}飼ミ波高の関係;正常胃粘膜豫ではMP,MPS及び
 TDMポ波高は標準値を,表1暫性胃炎では何れも高値から低値へと広ぐ分布し,萎縮性胃炎では
 MP及びTDMポ波商は低菰を,MPSポ波高は高値を示すものが多い。
 6.胃カメラ像とMP,MPS並びにTDMポ波高の関係;正常胃精閥象及び萎縮性胃炎を示
 すものでは胃生検と同様の成績を得たが,表鳳生胃炎では,MP及びTDMボ波高は標準価以下
 の低値を,Mpsポ波高は高位を,肥厚性胃炎では,MP及びTDMポ波高は標準値以上の高値
 を.MPSポ波高は低値を示すものが多い。
 7.胃液ペブシγとMP,MIPS並び鱒TDMポ波高の関係;MP及びTDMポ波高はペブシ
 ソ濃度の増減と略々平行関係にあり,MPSポ波高は一定の関係にない様であるp
 8.ラロベブシンとMP,MPS並びにTDMポ波高の関係;MP及びTDMポ波高はウロペ
 ブシγと増減を共にする傾向を示すが,MPSポ波高は何れも標準値以上の高徳を示すものが多
 い。
 ■'9.貧血とMP,MPS並びに丁丁)Mポ波i高の関i系;貧血高度のものにおいてはMIPl及」び辺DM
 ポ波高は低値を,MPsポ波高は高値を示す傾向にあるが,そ'の他は一定の関係を示さない。
 10・胃液総蛋白とMP,MP8並びにTDMポ波高の関係;胃液総蛋白とMP及びTDMポ波
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 高の高低は略々逆D関係が見られ,MPSポ波高は何れも標準値以上の高値を示している。
 11・胃液電解質とMP,MPS並びにTDMポ波高の関係;Cご量はNP及びTDMポ波高の
 沿砥と暗々平行し,MPsポ波高は何れも標準値以上の高値を示している。Oa量及びNa量は
 MP及びTDMポ波高の高低と略々逆の関係が見られ,MPs・滅度高は何れ覇躰衡直以上の高値
 を示している。しかしK量ほ一定の関係が見られない。
 惚胃潰瘍読過観察例1ニツシエを規準に観察したが,全例平均では,MP及びTDMボ波高
 は上昇して対照平均値に近づきMPSポ波高は下降して対照平均値に近づく傾向がある。
 1乙・+二指腸潰瘍経過観察例;全例平均ではMP及びTDMポ波高はや・上昇して標準値上限
 に達し,MPSd鞍高は下降して対照平均値に近づぐ傾向を示している。
 ]V総括並びに'考按
 MP}M工)S並びにTDMポ波高の諸種疾患特1異性は,胃液酸度即ち壁及び非壁細胞成分の疾
 患特異性の相関において観察iすべきものと、思われる。委舘唆は胃底膜壁細llt・1がら分泌さ九,}{IPは
 腺炎酩5主細胞から分泌されるもので,胃底腺粘膜の胃炎,即ち随伴性胃炎の像及び軽重が最も関
 連性のある問題である。ペプシン胃底腺体部王細胞より分・泌されるので,胃液ムコ蛋白と相関を
 示している。胃液電解質に関してはあまり報告を児ないが,塩酸々度と比較して,過酸・無酸に
 .1二る電解質の変動を述べているものがある。胃、十二指腸潰瘍の経過観察例も,随伴性胃炎の変
 化として見るべきである。
 V結 語
 1.!五P及びTD1・fポ波高は酸度と平行する。
 2.MP及びTD}・iポ波高は,胃生衡象及び胃カメラ像と密接な関聯を有する。
 5.Mp及びTDMポ波高は,ペプシン濃度及びワロペブシγと増減を共にする。
 4.MP及びTDM及びTDMポ波高は,貧血著明なものにおいて平行し、MPSポ波高は逆
 の関係がある。
 5.MP及びTDHポ波高は,C`量と平行し,胃液総蛋白,Na及びOa量と逆の関係を示
 すが,K崖」i二は一走の関係を有しない。
 6.胃.十二指腸潰瘍の経過による猛P,MPS及びTDMポ波高の変動は,標準値に近づく
 傾向が見られる。
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 審査結果の要旨
 1緒言
 著者はインスリン5単位静注による胃液分泌促進刺激(D下に,胃液を分劃採取し,MUDO匪つ七磁n
 '〔MPと1…洛言己)及ひ:MUCOPrO七eO8e〔MPSと居各言己)に分寓佳し,PoエarogrOPh〔ポと!1洛
 記)的に測定して}各疾患の特異性及び胃液lll搬:,胃生検,胃カメラ,胃液ペプシン並びに胃液
 '1淫角早筆£等とヌ寸歩ヒ1壷fl寸した。
 ∬実験方法
 1、実検材料;対照としては,わが教室の入院患湾中,レ緑陰査及びそ'の他の検査で,消化器
 疾患汲び貧血性疾患以外の者であり、また消化器疾患及び貧血性疾患については,すべて諸検査
 に!より診断の確定した症例である。
 2.試料・;早朝空腹時に跨ゾンデを嚥下せしめ,前渡を充分吸引した後,インスリノ〔イと略
 記)5単位静注し.それぞれ20,40及び60分の5回に分銅撮壊し.それぞ∫11,玉[P及び}{PS
 に分離して試料・として使用した0
 5.試3il汲び装置;試薬1σLIN}!H40∠、1NNlhOH及び伯1・io〔)〔111{の6e!3を一定
 の苦り台・にえ昆合した緩衝才爾を用レうた。甚芝†畳1ぱ'箭濯髪1製S}1型PO■食rQgraphをイ吏∫喜書した:。
 4・爽験法;上記試料と試薬を一定の割合に泥合し,一定条件の下でPo■arOgramに撮っ
 たコ
 5・判定法言ポ波高は中点法により鴛亦行計測し・MP及びHPSについて各々前値とイr漁法後
 最i値との♂ミ波高差で比較した。また両波商の和を以って口1瀬生ムチン(TDMと略記)とした。
 6.イ感度;インスリン5単位静注によって潰瘍愚者の血糖値を観察し,平均50%以上の低
 下率を示:した。
斑実験成績
 対照1D例の他,胃腸痴急61例,胆嚢,胆管疾患65例,肝臓疾患10例,1淳臓疾患10例}
 貧1血その他の疾患15例について損挺し,また胃潰瘍27例について6ろ回,至二指腸潰瘍'16
 例について45回経過観察を行なったo
 L対照例に.溶ける1イア,雌熔及びTDMポ波高,遊離塩酸々度,総酸度並びに胃液分泌量の
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 変動i孤例について観察し,対照例の平均1直土標準偏差ll繊肉を標準値とみなし,これと比較
 することにした。
 2、疾患別にみたMP,MマS及びTDMポ波高,遊離塩酸安直,総酸度並びに胃液分泌量の
 変動μ{Pポ波高前値平1句においては著明に高値を示すのは十二指腸潰瘍で,最下位の胆石症は
 1票準値下限に位する。前値と最高値の差の平均においても,最も高値を示すのは十二二指腸潰瘍で,
 最下位の胃癌では著明に低価を示している。MPSポ波高のllt櫃平均で最も高値を示すのは胃癌であるが,
 そ・の他何九も標準値以上の高値を示し,前値と最高値(D差の平均は何れも1票準値内にあり,胃癌
 のみ低値を示している。TDMポ波高は略々Mpポ波高と同様の傾向にある。
 5MPポ波高とM.Ps及びTDMポ波高並びに胃液分泌量の関係∫MPgポ波高高値を示す
 ものは,}・tPポ沼{高の{氏fl直を示すものカ{多く,口暗々逆の関係が見ら月極るoTDMポ波高はi格点M
 Pポ波高と平行関係にある上うである。
 4.胃液1鯛麦とMP,MPS並びにで1)Mポ波高の関係;遊離塩酸々度においてMPポ波高は,
 過酸を示すものは高値を,低酸及び無酸を示すものは低値を示すものが多ら。MPS祷贈iは,
 過酸より無酸に至るまで標準1曲淵、上の高値を示すものが多い。TDMボ波高はMPポ波高と同様
 の傾向を示している。総酸度においても隠々1司様の成績である0
 5.胃`t三杉tf象とMP,M]∋s920ごにTD猛ポ1皮拍王の1封係;正常胃弱賓膳讐票で1まMP,Mps7並び
 TDMポ波高は標準値を,表層性胃炎では何れも高値から低値へと広(分布し,萎縮性胃炎では
 Mp及びTDMポ波高は低組を,MPSボ波高は高値を示すものが多い。
 6.胃カメラ像とMP,MPS並びにTDMポ波高の関係;正常胃粘膜陳及び萎縮性胃炎を示
 すものでは胃生検と同様の成績を得たが,表層性胃炎では,MP及びTDMポ波高は標準値以下
 の低価を,Mpsポ波高は高直を,肥厚性胃炎では,MP及びTDMポ波高は標準値以上の高値
 を.MPSポシ皮高1ぽて氏1直をラ尽すもの力儚い0
 7.胃液ペプシンと上ip,MPS並びにTDMポ波高の関係;MP及びTDMポ波高はペプシ
 ン濃度の増減と略々平行関係にあり,MPSポ波高は嘆…の関係にない様である。
 8.ラロベブシンとMP,MPS並びにTDMd{波高の関係;MP及びTDMポ波高はウロペ
 ブシソと増減を共にする傾向を示すが,MP8ポ波高は何れも標準値以上の高値を示すものが多
 い0
 9.貧血とMP,MPS並びにTDMポ波高の関係;貧血高度のものにおいてはMP及びTDM
 ポ波高は低値を,MPsポ波高は高憩を示す傾向にあるが,その他は一定の関係を示さない・.,
 犯,胃液総蛋白とMp,MPS並びにTDMポ波高の関係;胃液総蛋白とMP及びTDMポ波
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 高の高低は略・・々迦D関係が見られ,MPSポ波高は何れも標準値以上の高値を示している。
 11・胃液電解質とMP,MPS並びにTDMポ波高の関係;eイ量はNP及びTDMポ波高の
 瘤抵と昭々平行し,MPsポ波高は何れも標準値以上の高値を示している。ea量及びNa量は
 M]P及びTDMポ波ヨ寄の〒宮耳底と町各・々逆の移目係カヨ舅しらノエ,MPSパ波諸賢ま何ノもも1黙1皇1直以」ヒのi訂1直
 を示している。しかしK量は州走の関係が見られない0
 12・胃潰瘍蚤過観察例;ニツシエを規準に観察したが,全例平均では,MP及びTDMポ波高
 は上昇して対照平均値に近づきMPSポ波高は下降して対照平均値に近づく傾向がある。
 15・十二指腸潰瘍経過観察例;全例平均ではMP及びTD蛭ポ波高はや、上昇して標準値上限
 に達し,MPSポ波高は下降して対照平均値に近づく傾向を示;していろ。
 IV総括並びに'考按
 MP,MPS並びにTDMポ波高の諸重重疾患特異性は,胃液酸度即ち壁及び非壁細胞成分の疾
 患特異性の相関において観察すべきものと思われる。t蝕魁弦胃底膜壁1餌胞から分泌され,MIPは
 腺炎醐～主細胞から分泌されるもので,胃底腺粘膜の胃炎,即ち随1半性胃炎の像及び軽重が最も関
 連性のある問題である。ペブシγ胃底腺体部王細胞より分泌されるので,胃液ムコ蛋白と相関を
 示している。胃液電解質に関してはあまり報告を見ないが,塩酸々度と比較して,過酸・無酸に
 上る電解質の変動を述べているものがある。胃、十二指腸潰瘍の経過観察例も,随伴性胃炎の変
 化として見るべきである。
 V結語
 1、MP及びTDMポ波高は酸度と平行する。
 2.MP及びTDMポ波高は,胃生1剣象及び胃カメラ像と密接iな関聯を有する。
 5.MP及びTDMポ波高は,.ペプシン濃度及びウ・ペプシンと増減を共にする。
 4.MP及びTDM及びTDMポ波高は,貧血齊弱なものにおいて平行し,MPSポ波高は逆
 の関係がある0
 5.MP及びTDMポ波高は,0♂量と平行し,胃液総蛋白,Na及びOa量と逆の関係を示
 'すが,Kも上1懐礎の関{系を有しない0
 6.胃.十二指腸潰瘍の経過による1.{P,MPS及びTDMポ波高の変動は,標準値1て近づく
 傾向が見られると結論している。
 よって,著者は医学博士の学位を受けるに充分な實洛があるものと認める。
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